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専任教員の公募について 

 

 謹啓 時下ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、このたび本学部では、下記の要領にて専任教員を公募いたします。つきましては関係者への周知並び

に適任者の推薦を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 ご多用のところ、誠に恐縮に存じますが、ご高配の程、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 

記 

 

 １．担当科目  経営学関連科目（「人事管理論」、「リーダーシップ論」、「経営戦略」、「生産管理論」、 

「サプライチェーンマネジメント」のうちいずれかを担当可能な者） 

         この他学部の選択科目、演習、大学院の科目を担当することもあります。 

なお、科目名は現行カリキュラム準拠のため、将来的に変更の可能性があります。 

また、研究・教育支援の他、大学・学部が必要と認める業務があります。 

          

２．採用職位・人数  講師または准教授 2名 

 

 ３．採用予定日  2025年 4月 1日 

 

 ４．応募資格 以下の 3つの条件をすべて満たしていること 

    (1) 2025年 3月末日において、博士の学位を取得（見込みを含む）していること、 

またはこれに準ずる研究業績を有すること。 

    (2) 教育・研究とともに、学務にも熱意を持って積極的に取り組み、協調性のあること。 

    (3) 採用後は、名古屋市内ないし名古屋市近郊に居住すること。 

 

 ５．勤務地  愛知学院大学名城公園キャンパス（〒462-8739 名古屋市北区名城 3-1-1） 

 

 ６．待遇 学校法人愛知学院就業規則、愛知学院給与規程による。定年は 67歳。 

 

 



 ７．提出書類  

下記(1)～(5)について、原本 1通と複写 3通を提出すること。ただし(5)は複写 4部でもよい。 

    (1) 履歴書（写真貼付） 

(2) 教育研究業績書 

(3) 教育研究業績一覧（修士論文を含む） 

 ※(1)～(3)は所定様式を使用する（愛知学院大学HP http://www.agu.ac.jp/recruit/ よりダウンロー

ド：様式 1、様式 2-1、様式 2-2） 

(4)「今後の研究活動に関する計画書」および「大学における教育についての考え方」 

 ※「大学における教育についての考え方」に担当可能科目を明記すること。 

 ※word等にて作成すること。書式は 40字×30行/頁で 2頁以内とする。 

(5)研究業績のうち、主要なもの 3点以内（著書ないし論文） 

 

 ８．選考方法 

    (1)一次選考：書類審査および業績審査 

(2)二次選考：模擬授業および面接（最終学位（または見込み）の証明書をご提出頂く場合があります） 

 

 ９．結果発表 一次は 2024年 9月末日迄に、二次は 11月末日迄に、いずれも本人宛に文書で通知する。 

 

 10．応募締切日 2024年 6月 17日（月）必着 

 

 11．応募書類の送付先 

    〒462-8739 名古屋市北区名城 3-1-1 愛知学院大学経営学部長 

     ※書留等、記録の残る方法にて、表に「経営学関連科目」応募書類在中と朱書きのこと。 

     ※JREC-IN Portalの「Web応募」より提出する場合には、上記７．の(1)～(5)の応募書類を 1つの

Zipファイルにして提出のこと。主要業績でPDFファイル等にしにくいものがある場合は、封筒

に「経営学関連科目」応募書類在中と朱書きし、当該書類原本 1通と複写 3通を上記送付先宛に

書留等、記録の残る方法にて提出すること。 

 

 12．問い合わせ先 愛知学院大学経営学部教務主任 E-mail keiei@dpc.agu.ac.jp 

 

 13．備考 

    (1) 提出された書類は、本選考の目的以外には使用しない。個人情報は個人情報保護法に基づき厳重

に管理し、選考終了後は責任を持って廃棄する。また、提出書類は原則として返却しないが、著書

に限り、返却希望の場合は返信用封筒（料金分の切手貼付）または料金着払い用の宅配便用紙等を

同封すること。 

(2) 二次選考に要する交通費・宿泊費等は応募者本人の負担とする。 

以上 


